
昭和NO.20

昭和NO.21 

地図の年代　　　　1956 年 ( 昭和 31 年 )
場所　　　　　　　東品川二丁目
名称　　　　　　　
インフラ　　　　　京浜運河、品川駅

地図の年代　　　　1956 年 ( 昭和 31 年 )
場所　　　　　　　南砂町三丁目
名称　　　　　　　1共同倉庫
インフラ　　　　　越中島線、砂町川　　　　

1

93

資料編 1　東京における倉庫集積地

昭和NO.22

地図の年代　　　　1956 年 ( 昭和 31 年 )
場所　　　　　　　南砂町三丁目
名称　　　　　　　1共同倉庫
インフラ　　　　　越中島線、砂町川
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4. 現代 - 平成 9年 (1997 年 )
1997 年東京都縮尺 2500 分の 1 地形図か
ら倉庫記号の付けられた建物を調査した。
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広域地図と所在地

広域地図と所在地

現代NO.1

現代NO.2

地図の年代　　　　1997 年 ( 平成 9年 )
場所　　　　　　　高島平、笹目
名称　　　　　　　東京団地倉庫板橋事業所
インフラ　　　　　首都高速 5号線

地図の年代　　　　
場所　　　　　　　
名称　　　　　　　
                    

インフラ　　　　　

1997 年 ( 平成 9年 )
平和島
1, 東京団地倉庫平和島事業所
2, 住友倉庫
3, 東京流通センター
4, アサヒビール
5, ニチレイ
6, 日本通運　　
首都高速１号羽田線　　

3

4

1

2
5

6
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広域地図と所在地

広域地図と所在地

現代NO.3

現代NO.4

地図の年代　　　　
場所　　　　　　　
名称　　　　　　　
                    

インフラ　　　　　

1997 年 ( 平成 9年 )
青海、有明
1, コンテナターミナル
2, ワールド流通センター
3, 青海流通センター
首都高速湾岸線　　

1

2

3

地図の年代　　　　
場所　　　　　　　
名称　　　　　　　
                    

インフラ　　　　　

1997 年 ( 平成 9年 )
東海
1, コンテナターミナル
2, 大井海貨上屋
3, 日本郵船
首都高速湾岸線
東京貨物大井東海ターミナル　　

1

2

3
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広域地図と所在地

広域地図と所在地

現代NO.5

現代NO.6

地図の年代　　　　
場所　　　　　　　
名称　　　　　　　
インフラ　　　　　

1997 年 ( 平成 9年 )
江戸川区臨海町
東京団地倉庫葛西事業所
首都高速湾岸線
　　

地図の年代　　　　
場所　　　　　　　
名称　　　　　　　
インフラ　　　　　

1997 年 ( 平成 9年 )
足立区入谷
東京団地倉庫足立事業所
首都高速川口線
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資料編2 図版出典一覧
fig S1-1   『三菱倉庫百年史』 三菱倉庫株式会社編纂
fig S1-2    舞鶴赤れんが博物館website
fig S1-3    舞鶴赤れんが博物館website
fig S1-4   『渋沢倉庫六十年史』 渋沢倉庫六十年史編纂委員会編
fig S1-5   『横浜史』
fig S1-6   『三千分の一地形図 昭和 24年修正版』
fig S1-7   『渋沢倉庫六十年史』 渋沢倉庫六十年史編纂委員会編
fig S2-1   『三菱倉庫百年史』 三菱倉庫株式会社編纂
fig S2-2   『三菱倉庫百年史』 三菱倉庫株式会社編纂
fig S2-3   『住友倉庫百年史』 住友倉庫編纂
fig S2-4   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S2-5   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S2-6   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S2-7   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S3-1   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S3-2   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S3-3   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S3-4   『建築設計資料集成第 2巻』1947 年
fig S3-5   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S3-6   『新版日本倉庫業史』日本倉庫協会編纂
fig S3-7   『建築設計資料集成第 2巻』1947 年 日本建築学会編
fig S4-1   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S4-2   『新版日本倉庫業史』日本倉庫協会編纂

fig S4-3   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S4-4   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S4-5   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S4-6   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S5-1   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S5-2   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S5-3   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S5-4   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S5-5   『新版日本倉庫業史』日本倉庫協会編纂
fig S5-6   『新版日本倉庫業史』日本倉庫協会編纂
fig S5-7   『住友倉庫百年史』 住友倉庫編纂
fig S5-8   『建築設計資料集成 5』 1960-1972 日本建築学会編
fig S6-1   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S6-2   『建築設計資料集成 5』 1960-1972 日本建築学会編
fig S6-3   『横浜港史』 横浜港振興協会 , 横浜港史刊行委員会編
fig S6-4   『新版日本倉庫業史』日本倉庫協会編纂
fig S6-5   『三菱倉庫百年史』 三菱倉庫株式会社編纂
fig S7-1   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S7-2   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S7-3   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S7-4   『三井倉庫八十年史 』三井倉庫社史編纂委員会編纂
fig S7-5   『建築設計資料集成 生産・交通』2004 日本建築学会編
fig S7-6   YCC 横浜港流通センターホームページ
fig S7-7   『建築設計資料集成 生産・交通』2004 日本建築学会編 
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名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三菱旧江戸橋倉庫
1880
煉瓦造  レスカル設計　
東京都箱崎
舟

横浜港新港埠頭保税倉庫
1910
煉瓦造   妻木頼黄設計
東京都箱崎
舟、鉄道

旧舞鶴海軍兵器廠倉庫
1901-1921
煉瓦造
京都府舞鶴
鉄道

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

南茅場町河岸倉庫
1909 年
土造   
東京都南茅場町
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

澁澤深川倉庫
1909
鉄筋コンクリート造
東京都深川
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

fig S1-1

fig S1-2

fig S1-3

fig S1-4

fig S1-5 fig S1-6

fig S1-7
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三井小野浜倉庫
1917
木造
神戸市小野浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

住友倉庫大阪安治川倉庫
1913 年
鉄筋コンクリート三階建
大阪府
舟、エプロンコンベア

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

横浜新港倉庫 E号
1919 年
鉄筋コンクリート 1階建
横浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三菱倉庫新港 3号
1920 年
鉄筋コンクリート 1階建
横浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫吉塚倉庫
1920 年
鉄筋コンクリート 1階建
福岡県

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

東京倉庫和田ターミナル倉庫
1910
鉄筋コンクリート造二階建
兵庫県神戸市和田岬
舟、鉄道

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

fig S2-1

fig S2-2

fig S2-3

fig S2-4

fig S2-5

fig S2-6

fig S2-7
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名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫小野浜倉庫
1933 年
鉄筋コンクリート 6階建
兵庫県神戸市小野浜
舟、鉄道

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫箱崎倉庫
1928 年
鉄筋コンクリート 5階建
東京都箱崎
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

横浜共立倉庫１号
1921 年
鉄筋コンクリート造平屋建て
横浜

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

帝蚕倉庫
1926 年
鉄筋コンクリート 3階建
横浜

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫小野浜倉庫
1933 年
鉄筋コンクリート 6階建
兵庫県神戸市小野浜
舟、鉄道

fig S3-1

fig S3-2

fig S3-3 fig S3-4

fig S3-5

fig S3-6

fig S3-7
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名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫名古屋倉庫中川支店
1935 年
鉄筋コンクリート 4階建
愛知県名古屋
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫深川仙台堀倉庫
1963 年
鉄筋コンクリート造 4階建て
東京都深川
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫第五突堤倉庫
1960 年
鉄筋コンクリート造 2階建て
神戸
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

横浜支店K号倉庫
1958 年
鉄筋コンクリート造平屋
横浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

横浜中央地区倉庫
1959 年
鉄筋コンクリート４階建
横浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

本牧埠頭 10号倉庫
1964 年
鉄筋コンクリート 3階建
横浜
舟

fig S4-1

fig S4-2

fig S4-3

fig S4-4

fig S4-5

fig S4-6
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名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫厚木倉庫
1967 年
鉄骨造平屋建
神奈川県厚木市
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫戸田倉庫
1970 年
鉄骨造 2階建
埼玉県戸田
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

本牧埠頭 6号倉庫
1966 年
鉄筋コンクリート 3階建
横浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

本牧埠頭A突堤倉庫
1968 年
鉄筋コンクリート 4階建
横浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

仙台団地倉庫
1970 年
鉄筋コンクリート 2階建
仙台
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

住友倉庫東大阪倉庫
1971 年
鉄筋コンクリート 3階建
大阪府
トラック

fig S5-1

fig S5-2

fig S5-3

fig S5-4

fig S5-5

fig S5-7fig S5-6

fig S5-8
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名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

飯田町紙流通センター
1971 年
鉄筋コンクリート 5階建
東京都飯田町
鉄道、トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫東大阪倉庫
1971 年
鉄筋コンクリート 4階建
大阪府
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

横浜大黒埠頭倉庫
1979 年
鉄筋コンクリート 4階建
横浜
舟

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

1980 年
鉄筋コンクリート 4階建
横浜
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三菱倉庫大黒埠頭倉庫
1981 年
鉄筋コンクリート 3階建
横浜
トラック

fig S6-1

fig S6-2

fig S6-3

fig S6-4

fig S6-5
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名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫太刀浦倉庫
1983 年
鉄骨造平屋建て
福岡県北九州市門司
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫横浜支店大黒倉庫
1989 年
鉄筋コンクリート造 4階建て
横浜
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

三井倉庫大井埠頭倉庫
1986 年
鉄筋コンクリート造 3階建て
東京都大田区
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

横浜港流通センター
1996 年
PCコンクリート造
横浜
トラック

名称       
竣工年
構造形式
敷地
輸送手段

ケイヒン大黒埠頭倉庫
1993 年
鉄筋コンクリート造 10階建て
横浜
トラック

fig S7-1

fig S7-2

fig S7-3

fig S7-4

fig S7-5

fig S7-6

fig S7-7
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